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【
経
緯
】 

天
長
元
年
（
八
二
四
）
六
月
二
十
日
の
太
政
官
符
「
改
定
渤
海
国
使
朝
聘
期
事
（
渤

海
国
使
の
朝
聘
の
期
を
改
定
す
る
事
）
」（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
、
年
報
第
14
号
、
川
村
卓

也
氏
担
当
）
に
よ
る
と
、
延
暦
十
八
年
の
太
政
官
符
に
は
、
本
来
渤
海
使
の
聘
期
は
六

年
一
回
で
あ
っ
た
が
、
長
引
い
て
遅
れ
る
こ
と
か
ら
、
渤
海
国
は
太
昌
泰
な
ど
の
使

者
を
派
遣
し
て
、
そ
の
決
定
を
撤
回
す
る
よ
う
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
側
が
受
け

入
れ
て
、
渤
海
使
の
朝
聘
に
制
限
を
撤
廃
し
た
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
「
右

検
案
内
。
太
政
官
去
延
暦
十
八
年
符
偁
、
右
大
臣
宣
。
奉
勅
、
渤
海
聘
期
、
制
以
六
載
。
而
今

彼
国
遣
使
太
昌
泰
等
、
猶
嫌
其
遅
、
更
事
覆
請
。
乃
縦
彼
所
慾
、
不
立
年
限
。
宜
随
其
来
令
礼

待
者
。
（
右
案
内
を
検
ず
る
に
、
太
政
官
去
る
延
暦
十
八
年
の
符
に
偁 い

は
く
、
「
右
大
臣
宣
ず
。

勅
を
奉
ず
る
に
、
渤
海
の
聘
期
、
制
す
る
に
六
載
を
以
て
す
。
而
れ
ど
も
今
彼
の
国
の
遣
使
太

昌
泰
等
、
猶
ほ
其
の
遅
き
を
嫌
ひ
、
更
に
覆
請
を
事
と
す
。
乃
ち
彼
の
慾
す
る
所
を
縦 ゆ

る

し
、
年

限
を
立
て
ず
。
宜
し
く
其
の
来
た
る
に
随
ひ
て
礼
待
せ
し
む
べ
し
）
」）。 

し
か
し
、
右
大
臣
の
藤
原
緒
嗣
が
上
奏
し
て
訴
え
た
こ
と
か
ら
、
渤
海
使
高
貞
泰

な
ど
を
帰
ら
せ
、
ま
た
前
例
を
変
更
し
て
来
航
の
時
期
を
「
一
紀
」
、
す
な
わ
ち
十
二

年
と
し
た
の
で
あ
る
。「
今
被
右
大
臣
宣
偁
、
奉
勅
、
小
之
事
大
、
上
之
待
下
、
年
期

礼
数
不
可
無
限
。
仍
附
彼
使
高
貞
泰
等
還
、
更
改
前
例
、
告
以
一
紀
。（
今
右
大
臣
宣

を
被
り
て
偁
は
く
、「
勅
を
奉
ず
る
に
、
小
の
大
に
事
へ
、
上
の
下
を
待
す
る
も
、
年
期
・
礼
数

限
り
無
く
す
べ
か
ら
ず
。
仍
り
て
彼
の
使
ひ
高
貞
泰
等
に
附
し
て
還
ら
し
め
、
更
に
前
例
を
改

め
て
、
告
ぐ
る
に
一
紀
を
以
て
す
。
）
」。 

翌
年
、
渤
海
使
高
承
祖
等
が
来
日
し
た
。
入
唐
僧
霊
仙
の
進
物
な
ど
を
献
上
す
る

た
め
、
ひ
と
ま
ず
入
京
を
許
さ
れ
た
が
（
『
類
聚
国
史
』
巻
一
九
四
）
、
天
長
四
年
（
八
二

七
）
十
二
月
二
十
九
日
に
到
着
し
た
渤
海
使
王
文
矩
一
行
は
、
聘
期
違
反
の
た
め
、

入
京
を
許
さ
れ
ず
放
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
年
報
14
号
、
天
長
五
年
正
月
二
日
「
太

政
官
符
」（『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
、
崔
鵬
偉
氏
担
当
）
）
。「
一
紀
一
貢
制
」
に
違
反
し
た

た
め
、
璽
書
な
ど
の
発
行
が
な
い
ま
ま
帰
国
し
た
渤
海
使
王
文
矩
は
、
口
頭
で
聘
期

改
定
の
旨
を
渤
海
王
に
伝
え
た
。（
「
文
矩
口
伝
天
皇
之
旨
、
年
満
一
紀
、
後
許
入
覲
。（
文

矩
天
皇
の
旨
を
口
伝
す
る
に
、
年
一
紀
に
満
ち
て
、
後
入
覲
を
許
す
と
）
」（
年
報
第
15
号
『
続

渤
海
使
関
係
文
筆
資
料
注
釈
稿 

 
 

 

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
四
月
丙
子
条
「
仁
明
天
皇
書
」 
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日
本
後
紀
』
承
和
九
年
三
月
辛
丑
条
所
載
「
渤
海
王
（
大
彝
震
）
啓
」（
高
松
寿
夫
氏
担
当
））
）
。

そ
こ
で
、
次
回
、
渤
海
国
は
十
四
年
後
に
、
賀
福
延
を
大
使
と
す
る
一
〇
五
名
の
渤

海
使
を
派
遣
し
、
「
渤
海
王
（
大
彝
震
）
啓
」
な
ど
の
書
状
を
奉
っ
た
。
そ
し
て
、
日

本
側
は
承
和
九
年
四
月
十
二
日
、
使
者
を
鴻
臚
館
に
招
い
て
詔
を
発
し
て
当
該
慰
労

詔
書
を
賜
っ
た
。 

 【
本
文
】 

天
皇
敬
問
渤
海
国
王
。
福
延
等
至
、
得
啓
具
之
。
惟
王
奉
遵
明
約
、
沿
酌
旧
章
。
一

紀
星
廻
、
朝
覲
之
期
不
爽
。
万
里
溟
濶
、
賝
貢
之
欵
仍
通
。
言
念
乃
誠
、
無
忘
鑒
寐
。

前
年
聘
唐
使
人
却
廻
、
詳
知
苾
蒭
霊
仙
化
去
。
今
省
別
状
、
事
自
合
符
。
亦
悉
付
遣

黄
金
陥
没
緑
浦
。
雖
人
逝
𧶘
失
、
元
図
不
諧
、
而
思
夫
転
送
之
労
、
遥
感
応
接
之
義
。

悠
々
天
際
、
足
非
可
跂
。
予
相
見
無
由
、
惄
焉
不
已
耳
。
附
少
国
信
、
色
目
如
別
。

夏
景
初
蒸
、
比
平
安
好
。
略
此
還
答
、
指
不
多
及
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

（
本
文
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
る
） 

 【
訓
読
】 

天
皇

敬
つ
つ
し

ん
で
渤
海
国
王
に
問と

ふ
。
福
延
等
至い

た

り
、
啓
を
得え

て
之
を
具つ

ぶ

さ
に
す
。

惟
お
も
ん
み

る
に
王
は
明
約
を
奉

遵

ほ
う
じ
ゅ
ん

し
、
旧
章
に
沿え

ん

酌
し
ゃ
く

す
。
一い

っ

紀き

星
廻め

ぐ

り
、
朝

覲

ち
ょ
う
き
ん

の
期
爽た

が

は
ず
。

万ば
ん

里り

溟う
み

濶ひ
ろ

し
、
賝ち

ん

貢こ
う

の
欵か

ん

仍な

ほ
通
ず
。
言こ

こ

に
乃な

い

誠せ
い

を
念お

も

ひ
、
鑒か

ん

寐び

に
忘
る
る
こ
と
無

し
。
前
年
聘
唐
の
使
人
却

廻

き
ゃ
っ
か
い

し
、

詳
つ
ま
び
ら

か
に
苾
蒭

び
っ
し
ゅ

霊

仙

り
ょ
う
せ
ん

の
化
去

け

こ

す
る
を
知
る
。
今

別
状
を
省み

る
に
、
事
自
ら
合ご

う

符ふ

す
。亦
た
付
遣
の
黄
金
緑
浦
に
陥
没
す
る
を
悉つ

く
す
。

人
逝
き
𧶘ら

い

失
ひ
、
元
の
図
諧か

な

は
ざ
る
と
雖
も
、
而
る
に
夫
の
転
送
の
労
を
思
ひ
、
遥

か
に
応
接
の
義
を
感
ず
。
悠
々
た
る
天
際
、
足

跂
つ
ま
だ

つ
べ
き
に
非
ず
、
予
相
ひ
見
る
に

由
無
し
、
惄で

き

と
し
て
已や

ま
ざ
る
耳
。
少
し
き
国
信
を
附
し
、
色
目
別
の
如
し
。
夏
景

初
め
て
蒸
す
も
、

比
こ
の
こ
ろ

平
安
に
し
て
好
か
ら
ん
こ
と
を
。
略ほ

ぼ
此
に
還
答
す
る
も
、

指む
ね

は
多
く
に
及
ば
ず
。 

 【
語
釈
】 

○
丙
子 

 

承
和
九
年
（
八
四
二
）
四
月
丙
子
（
十
二
日
）
。 

○
天
皇 

 

日
本
国
第
五
十
四
代
の
仁
明
天
皇
（
八
一
〇
～
八
五
〇
）
。
八
三
三
年
～
八
五
〇
年
在

位
。 

〇
敬
問 

 

つ
つ
し
ん
で
問
う
。
外
交
文
書
に
お
け
る
常
套
表
現
と
し
て
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。

年
報
第
10
号
『
続
日
本
紀
』
神
亀
五
年
四
月
壬
午
条
所
載
「
聖
武
天
皇
璽
書
」（
柳
川

響
氏
担
当
）
、
同
天
平
勝
宝
五
年
六
月
丁
丑
条
所
載
「
孝
謙
天
皇
璽
書
」（
木
下
綾
子
氏

担
当
）
、
同
宝
亀
三
年
二
月
己
卯
条
所
載
「
光
仁
天
皇
書
」（
田
村
航
氏
担
当
）
、
年
報
第

11
号
同
天
平
宝
字
三
年
二
月
戊
戌
条
所
載
「
淳
仁
天
皇
書
」（
石
丸
純
一
氏
担
当
）
、
年

報
第
12
号
『
類
聚
国
史
』
延
暦
十
七
年
五
月
十
九
日
「
桓
武
天
皇
璽
書
」（
林
宇
氏
担
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当
）
、『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
年
四
月
己
丑
条
所
載
「
桓
武
天
皇
璽
書
」（
柳
川
響
氏
担

当
）
、
年
報
第
13
号
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
年
正
月
甲
午
条
所
載
「
嵯
峨
天
皇
書
」（
荒

川
聡
美
氏
担
当
）
、『
類
聚
国
史
』
弘
仁
七
年
五
月
二
日
「
嵯
峨
天
皇
書
」（
河
野
貴
美
子

氏
担
当
）
、
同
弘
仁
十
一
年
正
月
二
十
一
日
「
嵯
峨
天
皇
書
」（
拙
稿
）
、
同
弘
仁
十
三
年

正
月
二
十
一
日
「
嵯
峨
天
皇
璽
書
」（
蒋
蓉
氏
担
当
）
に
既
出
。
詳
細
は
上
掲
注
釈
稿
を

参
照
。 

〇
渤
海
国
王 

 

渤
海
国
第
十
一
代
王
の
大
彝
震
（
八
三
〇
～
八
五
七
年
在
位
）
。
唐
文
宗
大
和
四
年
（
八

三
〇
）
、
渤
海
国
の
第
十
代
王
、
大
仁
秀
（
八
一
八
～
八
三
〇
年
在
位
）
が
亡
く
な
っ
た
。

そ
の
子
、
新
徳
が
早
世
し
た
た
め
、
孫
で
あ
る
彝
震
が
渤
海
国
王
の
位
を
継
ぐ
こ
と

に
な
っ
た
。
在
位
中
、
王
子
大
明
俊
な
ど
を
は
じ
め
、
度
々
学
生
や
使
者
を
唐
に
派

遣
し
、
積
極
的
に
交
流
を
進
め
た
（
『
旧
唐
書
』
列
伝
第
一
四
九
下
「
北
狄
」
、
『
新
唐
書
』

列
伝
第
一
四
四
「
北
狄
」
な
ど
）
。
ま
た
、
大
彝
震
に
つ
い
て
、
年
報
第
15
号
『
続
日
本

後
紀
』
承
和
九
年
三
月
辛
丑
条
所
載
「
渤
海
王
（
大
彝
震
）
啓
」（
高
松
寿
夫
氏
担
当
）
、

同
条
所
載
「
別
状
」（
吉
原
浩
人
氏
担
当
）
に
既
出
、
当
該
注
釈
稿
を
参
照
。 

〇
福
延
等 

 

渤
海
国
大
使
の
賀
福
延
。
官
位
は
、
渤
海
の
中
央
省
庁
の
一
つ
で
あ
る
「
政
堂
省
」

の
左
允
（
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
三
月
辛
丑
条
所
載
中
台
省
牒
（
田
村
航
氏
担
当
））
、
日

本
か
ら
正
三
位
を
授
け
ら
れ
た
（
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
四
月
己
巳
条
）
。
先
の
渤
海

使
王
文
矩
や
、
後
の
渤
海
使
烏
孝
慎
と
同
官
で
あ
る
。
そ
の
名
は
、
年
報
第
15
号
『
続

日
本
後
紀
』
承
和
九
年
三
月
辛
丑
条
所
載
「
渤
海
王
（
大
彝
震
）
啓
」（
高
松
寿
夫
氏
担

当
）
、
同
条
所
載
「
別
状
」（
吉
原
浩
人
氏
担
当
）
、
同
条
所
載
「
中
台
省
牒
」（
田
村
航
氏

担
当
）
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
詳
し
い
経
歴
は
不
明
で
あ
る
。 

〇
得
啓
具
之 

 

啓
を
得
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て
了
解
し
た
。
こ
の
「
啓
」
は
、
年
報
第
15
号
『
続

日
本
後
紀
』
承
和
九
年
（
八
四
二
）
三
月
辛
丑
条
所
載
「
渤
海
王
（
大
彝
震
）
啓
」（
高

松
寿
夫
氏
担
当
）
を
指
す
。
同
様
の
用
例
は
、
年
報
12
号
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
年

四
月
己
丑
条
所
載
「
桓
武
天
皇
璽
書
」（
柳
川
響
氏
担
当
）
に
「
得
啓
具
之

、
、
、
、
（
啓
を
得
て

之
を
具
に
す
）
」
と
見
え
、
外
交
文
書
に
使
用
さ
れ
た
例
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、

「
啓
」
の
書
式
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
年
報
第
10
号
『
続
日
本
紀
』
神
亀
五
年
正
月

甲
寅
条
所
載
「
渤
海
王
（
武
藝
）
啓
」（
高
松
寿
夫
氏
担
当
）
を
参
照
。 

〇
奉
遵
明
約 

 

盟
約
を
順
守
す
る
。「
奉
遵
」
は
順
守
す
る
、
守
る
こ
と
。『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀

下
に
「
其
令
有
司
各
修
職
任
、
奉
遵
、
、
法
度
、
恵
茲
元
元
。（
其
有
司
を
し
て
各
職
任
を
修

め
し
め
、
法
度
を
奉
遵
し
、
恵
元
元
に
茲し

げ

る
）
」
と
あ
り
、『
三
国
志
』
魏
書
・
管
寧
伝
に

「
況
寧
前
朝
所
表
、
名
徳
已
著
、
而
久
棲
遲
、
未
時
引
致
、
非
所
以
奉
遵
、
、
明
訓
、
継

成
前
志
也
。（
況
ん
や
寧
前
朝
の
表
す
所
、
名
徳
已
に
著

あ
ら
は

し
、
而
る
に
棲
遲
す
る
こ
と
久
し
、

未
だ
引
致
す
る
こ
と
を
時

う
か
が

は
ず
、
以
て
明
訓
を
奉
遵
し
、
前
志
を
継
成
す
る
所
に
非
ざ
る
な

り
）
」
と
あ
る
。「
明
約
」
は
盟
約
の
こ
と
で
、「
明
」
は
「
盟
」
に
通
じ
る
。『
史
記
』

蘇
秦
列
伝
に
は
「
故
敝
邑
趙
王
使
臣
效
愚
計
、
奉
明
約
、
、
、
在
大
王
之
詔
詔
之
。（
故
に
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敝
邑
の
趙
王
臣
を
し
て
愚
計
を
效い

た

し
、
明
約
を
奉
ぜ
し
め
、
大
王
の
詔
之
に
詔つ

ぐ
る
に
在
り
）
」

と
あ
る
。 

〇
沿
酌
旧
章 

 

昔
の
規
則
に
沿
う
。「
沿
酌
」
は
各
辞
書
に
立
項
さ
れ
て
い
な
い
が
、
成
語
と
し
て

「
酌
古
沿
今
」
が
あ
る
。
意
味
は
、
過
去
と
現
在
の
移
り
変
わ
り
を
考
察
し
、
そ
の

源
流
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
出
典
は
唐
・
長
孫
訥
言
『
切
韵
箋
注
』
序
「
此
制

酌、
古
沿、
今
、
無
以
加
也
。（
此
制
古
を
酌く

み
て
今
に
沿
ひ
、
以
て
加
ふ
る
こ
と
無
き
な
り
）
」

と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、「
沿
酌
」
を
従
う
、
沿
う
意
味
で
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
旧
章
」
は
昔
の
規
則
、
制
度
。『
書
経
』
蔡
仲
之
命
に
「
無
作
聡
明
乱
旧
章
、
、
。（
聡
明

を
作
し
て
旧
章
を
乱
す
こ
と
無
か
れ
）
」
と
あ
り
、
孔
安
国
伝
に
「
無
敢
為
小
聡
明
、
作

異
弁
以
変
乱
旧、
典
文
章、
。（
敢
え
て
小
聡
明
を
為
し
、
異
弁
を
作
り
て
以
て
旧
典
文
章
を
変

乱
す
る
こ
と
無
か
れ
）
」
と
あ
る
。『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
「
秦
聖
臨
国
、
始
定
刑
名
、

顕
陳
旧
章
、
、
。（
秦
聖
国
に
臨
み
、
始
め
て
刑
名
を
定
め
、
旧
章
を
顕
陳
す
）
」
と
あ
り
、
唐
・

元
稹
「
批
王
播
謝
官
表
」（
『
全
唐
文
』
巻
六
四
九
）
に
「
況
高
祖
太
宗
之
法
令
具
存
、
徳

宗
憲
考
之
旧
章
犹
在
。（
況
ん
や
高
祖
太
宗
の
法
令
具
さ
に
存
し
、
徳
宗
憲
考
の
旧
章
猶
ほ
在

り
）
」
と
見
え
る
。 

〇
一
紀
星
廻 

 

一
紀
十
二
年
が
経
ち
、
星
宿
が
元
の
位
置
に
回
転
す
る
。
歳
星
（
木
星
）
は
、
地
球

の
周
り
を
一
周
す
る
に
は
約
十
二
年
が
か
か
る
た
め
、
古
代
で
は
、
十
二
年
を
「
一

紀
」
と
称
す
。『
国
語
』
晋
語
四
に
「
文
公
在
狄
十
二
年
、
狐
偃
曰
、
蓄
力
一
紀
、
、
、
可

以
遠
矣
。（
文
公
狄
に
在
り
て
十
二
年
、
狐
偃
曰
は
く
、
蓄
力
一
紀
、
以
て
遠と

お

ざ
か
る
べ
し
）
」

と
あ
り
、
韋
昭
注
に
は
「
十
二
年
、
歳
星
一
周
為
一
紀
、
、
。（
十
二
年
、
歳
星
一
周
し
て
一

紀
と
為
す
）
」
と
見
え
る
。
渤
海
国
の
「
一
紀
一
貢
」
制
と
い
う
聘
期
改
定
の
経
緯
に

関
し
て
は
前
述
【
経
緯
】
も
参
照
。
「
星
廻
」、
ま
た
「
星
迴
」
は
、
星
宿
が
運
動
し

て
元
の
位
置
に
回
転
す
る
こ
と
。『
礼
記
』
月
令
に
「<

季
冬
之
月>

是
月
也
、
日
窮
於

次
、
月
窮
於
紀
、
星
廻
、
、
於
天
、
数
将
幾
終
、
歳
且
更
始
。（<

季
冬
の
月>

是
れ
月
な
り
、

日
次
に
窮
ま
り
、
月
紀
に
窮
ま
り
、
星
天
に
廻
り
、
数
将
に
幾

ほ
と
ん

ど
終
は
ら
ん
と
し
、
歳
且ま

さ

に
更

に
始
め
ん
と
す
）
」
の
孔
穎
達
の
疏
に
「
謂
二
十
八
宿
随
天
而
行
、
毎
日
雖
周
天
一
匝
、

早
晩
不
同
、
至
於
此
月
、
復
其
故
処
。（
二
十
八
宿
天
に
随
ひ
て
行
ふ
を
謂
ふ
、
毎
日
周
天

す
る
こ
と
一
匝
と
雖
も
、
早
晩
同
じ
か
ら
ず
、
此
の
月
に
至
り
、
其
の
故
の
処
に
復か

へ

る
）
」
と
あ

る
。
晋
・
陸
機
「
演
連
珠
」
之
一
（
『
文
選
』
巻
五
五
）
に
「
日
薄
星
廻
、
、
、
穹
天
所
以
紀

物
。（
日
薄せ

ま

り
て
星
廻
り
、
天
穹
め
る
所
を
以
て
物
を
紀
す
）
」
と
あ
る
。
同
じ
星
の
回
転
を

も
っ
て
歳
月
の
経
つ
を
い
う
例
は
、
年
報
第
15
号
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
三
月

辛
丑
条
所
載
「
渤
海
王
（
大
彝
震
）
啓
」（
高
松
寿
夫
氏
担
当
）
に
「
今
者
天
星、
転
運
、

躔
次
過
紀
（
今い

者ま

天
星、
転
運
し
、
躔
次
紀
を
過
ぐ
）
」
と
見
え
る
。 

〇
朝
覲
之
期
不
爽 

 

朝
覲
の
時
期
は
誤
っ
て
い
な
い
。「
朝
覲
」
は
、
属
国
の
主
な
ど
が
参
朝
し
て
君
主

に
拝
謁
す
る
こ
と
。『
礼
記
』
楽
記
に
「
朝
覲
、
、
、
然
後
諸
侯
知
所
以
臣
。
耕
藉
、
然
後

諸
侯
知
所
以
敬
。（
朝
覲
し
て
、
然
る
後
に
諸
侯
臣
た
る
所
以
を
知
る
。
藉せ

き

を
耕

た
が
や

し
て
、
然

る
後
に
諸
侯
敬
す
る
所
以
を
知
る
）
」
と
あ
り
、
曹
植
「
応
詔
」
詩
（
『
文
選
』
巻
二
〇
）
に
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「
嘉
詔
未
賜
、
朝
覲
、
、
莫
従
。（
嘉
詔
未
だ
賜
は
ず
、
朝
覲
す
る
に
従
莫
し
）
」
の
李
善
注
に

は
、「
毛
萇
『
詩
伝
』
曰
「
覲
、
見
也
。」（
毛
萇
『
詩
伝
』
曰
は
く
、「
覲
、
見
な
り
。
」）
」

と
あ
る
。「
朝
覲
之
期
」
は
、
十
二
年
一
回
と
い
う
「
一
紀
一
貢
」
制
の
こ
と
。
天
長

元
年
（
八
二
四
）
六
月
二
十
日
の
太
政
官
符
「
改
定
渤
海
国
使
朝
聘
期
事
（
渤
海
国
使

の
朝
聘
の
期
を
改
定
す
る
事
）
」（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
、
年
報
第
14
号
、
川
村
卓
也
氏
担

当
）
で
、
渤
海
国
の
聘
期
が
改
定
さ
れ
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
十
二
月
二
十
九
日
に

到
着
し
、
入
京
を
許
さ
れ
ず
放
還
さ
れ
た
渤
海
使
王
文
矩
ら
は
、
こ
の
旨
を
渤
海
国

王
に
口
伝
し
（
年
報
14
号
、
天
長
五
年
正
月
二
日
「
太
政
官
符
」（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
、

崔
鵬
偉
氏
担
当
）
）
、
そ
し
て
、
そ
の
十
四
年
後
の
承
和
九
年
（
八
四
二
）
三
月
辛
丑
（
六

日
）
条
に
、
賀
福
延
ら
の
渤
海
使
は
「
渤
海
王
（
大
彝
震
）
啓
」
を
献
上
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
（
年
報
第
15
号
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
三
月
辛
丑
条
所
載
「
渤
海
王
（
大

彝
震
）
啓
」（
高
松
寿
夫
氏
担
当
）
）
。「
不
爽
」
は
違
わ
な
い
。『
詩
経
』
小
雅·

蓼
蕭

り
く
せ
う

に
「
其

徳
不
爽
、
、
、
寿
考
不
忘
。（
其
の
徳
爽た

が

は
ず
、
寿
考
忘や

ま
ざ
ら
ん
）
」
の
毛
伝
に
「
爽
、
差
也
。

（
爽
、
差
な
り
）
」
と
あ
る
。『
南
斉
書
』
褚
渊
王
倹
伝
賛
に
「
民
誉
不
爽
、
、
、
家
称
克
隆
。

（
民
誉
爽
は
ず
、
家
克
隆
を
称
す
）
」
と
あ
る
。 

〇
万
里
溟
濶 

 

万
里
に
わ
た
る
海
は
広
大
で
あ
る
。「
万
里
」
は
、
一
里
の
万
倍
、
非
常
に
遠
い
距

離
の
こ
と
。
例
え
ば
、
李
白
「
公
無
渡
河
」（
『
全
唐
詩
』
巻
一
六
二
）
に
「
黄
河
西
来
決

昆
崙
、
咆
哮
万
里
、
、
触
竜
門
。（
黄
河
西
来
し
て
昆
崙
に
決き

り
、
咆
哮
万
里
し
て
竜
門
に
触ふ

る
）」

と
あ
り
、
唐
・
王
建
「
雑
曲
歌
辞
・
江
南
三
台
四
首
」
其
二
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
）
に

「
万
里
、
、
湘
江
客
到
、
有
風
有
雨
人
行
。（
万
里
湘
江
客
到
り
、
風
有
り
て
雨
有
り
て
人
行
く
）
」

と
あ
る
。
ま
た
、「
溟
濶
」
に
つ
い
て
、『
漢
語
大
詞
典
』
な
ど
に
立
項
さ
れ
て
い
な

い
が
、「
溟
」
は
海
こ
と
で
、『
荘
子
』
逍
遥
遊
に
「
北
溟、
有
魚
、
其
名
為
鯤
。（
北
溟

に
魚
有
り
、
其
の
名
鯤
と
為
す
）
」
と
あ
る
。「
濶
」
は
形
容
詞
で
、
広
く
大
き
い
さ
ま
。

「
溟
濶
」
の
用
例
と
し
て
、「
闊
」
を
用
い
た
東
晋
・
庾
闡
「
衡
山
詩
」（
『
芸
文
類
聚
』

巻
七
）「
未
体
江
湖
悠
、
安
識
南
溟
闊
、
、
。（
未
だ
江
湖
悠
か
な
る
を
体
せ
ず
、
安
ぞ
南
溟
の
闊

き
な
る
を
識
ら
ん
。
）
」
が
早
い
も
の
で
、
唐
・
李
商
隠
「
献
寄
旧
府
開
封
公
」（
『
全
唐
詩
』

巻
五
四
〇
）
に
「
地
理
南
溟
濶
、
、
、
天
文
北
極
高
。（
地
理
南
溟
濶
し
、
天
文
北
極
高
し
）
」
、

唐
・
杜
甫
「
奉
先
劉
少
府
新
画
山
水
障
歌
」（
『
全
唐
詩
』
巻
二
一
六
）
に
「
滄
浪
水
深
青

溟
濶
、
、
、
欹
岸
側
島
秋
毫
末
。（
滄
浪
水
深
く
し
て
青
溟
濶
し
、
岸
に

欹
そ
ば
だ

ち
て
島
に
側

そ
ば
だ

ち
て

秋
毫
の
末
）
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
年
報
第
15
号
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
三
月

辛
丑
条
所
載
「
渤
海
王
（
大
彝
震
）
啓
」（
高
松
寿
夫
氏
担
当
）
に
「
彝
震
限
以
溟
闊
、
、
、

不
獲
拝
覲
、
下
情
無
任
馳
恋
。（
彝
震
限
る
に
溟
闊
を
以
て
し
、
拝
覲
す
る
こ
と
を
獲
ず
、

下
情
馳
恋
に
任た

ふ
る
こ
と
無
し
）
」
と
関
連
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。 

〇
賝
貢
之
欵
仍
通 

 

貢
物
を
献
上
す
る
よ
し
み
は
依
然
と
し
て
通
じ
て
い
る
。「
賝
」
は
珍
し
い
宝
物
、

貴
重
な
品
物
。
「
賝
貢
」
は
宝
物
、
財
貨
な
ど
の
貢
物
を
献
上
す
る
こ
と
。
『
晋
書
』

四
夷
伝
序
に
「
既
而
恵
皇
失
徳
、
中
宗
遷
播…

…

賝
貢
、
、
之
礼
、
於
茲
殆
絶
。（
既
に
し

て
恵
皇
徳
を
失
ひ
、
中
宗
遷
播
し…

…

賝
貢
の
礼
、
茲
に
於
い
て
殆
ど
絶
つ
）
」
と
あ
り
、
前

蜀
・
杜
光
庭
「
天
錫
観
告
封
章
李
二
真
人
醮
詞
」（
『
全
唐
文
』
巻
九
四
三
）
に
「
四
方
之



98 

 

賝
貢
、
、
雖
来
、
中
土
之
山
川
或
阻
。（
四
方
の
賝
貢
来
た
る
と
雖
も
、
中
土
の
山
川
或
は
阻は

ば

む
）
」

と
あ
る
。「
欵
」
は
「
款
」
と
同
じ
、
友
好
、
よ
し
み
、
誠
意
の
こ
と
。
な
お
、「
通

款
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
が
、
『
晋
書
』
陽
裕
載
記
に
「
願
両
追
前
失
、
通
款
、
、
如
初
、

使
国
家
有
太
山
之
安
、
蒼
生
蒙
息
肩
之
恵
。（
願
は
く
は
両
は
前
失
を
追
ひ
、
通
款
す
る
こ

と
初
の
如
し
、
国
家
を
し
て
太
山
の
安
有
ら
し
め
、
蒼
生
を
し
て
息
肩
の
恵
を
蒙
ら
し
む
）
」
と

あ
る
よ
う
に
、
敵
と
和
を
結
ぶ
こ
と
を
指
す
。 

〇
言
念
乃
誠 

 

こ
こ
に
（
渤
海
王
）
の
誠
意
を
思
う
。
「
言
念
」
は
心
に
考
え
思
う
こ
と
、
心
に
浮

か
ぶ
思
い
。「
言
」
は
助
詞
。『
詩
経
』
秦
風
・
小
戎
に
「
言
念
、
、
君
子
、
温
其
如
玉
。

（
言こ

こ

に
君
子
を
念
ひ
、
温を

ん

と
し
て
其
れ
玉
の
如
し
）
」
と
あ
り
、
『
周
書
』
李
遠
伝
に
「
言、

念、
貞
良
、
追
増
傷
悼
。（
言
に
貞
良
を
念
ひ
、
傷
悼
を
追
増
す
）
」
と
あ
る
。「
乃
誠
」
は
誠

意
、
忠
誠
。『
晋
書
』
元
帝
紀
に
「
是
以
陳
其
乃
誠
、
、
、
布
之
執
事
。（
是
を
以
て
其
の
乃

誠
を
陳
べ
、
之
に
執
事
を
布し

く
）
」
と
あ
り
、『
南
斉
書
』
河
南
伝
に
「
又
卿
乃
誠
、
、
遥
著
、

保
寧
遐
壃
。（
又
卿
の
乃
誠
遥
か
に
著
し
、
遐
壃
を
保
寧
す
）
」
と
あ
る
。 

〇
無
忘
鑒
寐 

 

寝
て
も
覚
め
て
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
、
寝
て
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
鑒
」
は

「
監
」
に
通
じ
、
覚
め
る
こ
と
を
指
す
。「
寐
」
は
寝
る
意
味
。『
漢
語
大
詞
典
』
に

は
、「
監
寐
」
と
「
鑒
寐
」
は
別
々
に
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、「
監
寐
」『
後
漢
書
』
桓

帝
紀
に
「
監
寐
、
、
寤
嘆
、
疢
如
疾
首
。（
監
寐
に
寤
嘆
し
、
疢
疾
首
の
如
し
。）
」
と
あ
り
、
寝

て
も
覚
め
て
も
憂
い
嘆
く
こ
と
を
い
う
。ま
た
寝
る
意
味
と
し
て
の
用
例
、『
後
漢
書
』

劉
陶
伝
「
屛
営
傍
偟
、
不
能
監
寐
、
、（
屛
営
傍
偟
し
、
監
寐
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
）
」
も
あ
る
。

「
鑒
寐
」
の
項
に
よ
る
と
、
う
た
た
寝
、
服
を
脱
が
ず
に
寝
る
こ
と
を
指
す
と
い
う
。

『
三
国
志
』
呉
書
・
陸
遜
伝
に
「
夙
夜
戦
惧
、
不
遑
鑒、
寐、
。（
夙
夜
戦
惧
し
、
鑒
寐
す
る

に
遑

い
と
ま

あ
ら
ず
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
無
忘
鑒
寐
」
に
つ
い
て
、『
梁
書
』
武
帝
紀
中
に

「
興
言
夕
惕
、
無、
忘、
鑒、
寐、
。（
興お

き
て
言こ

こ

に
夕
惕
し
、
鑒
寐
に
忘
る
る
こ
と
無
し
）
」、
ま
た
、

時
代
は
下
る
が
、『
宋
書
』
本
紀
・
武
帝
下
に
「
念
功
簡
労
、
無
忘
、
、
鑒、
寐、
、
凡
厥
誠
勤
、

宜
同
国
慶
。（
功
の
簡
労
を
念
ひ
、
鑒
寐
に
忘
る
る
こ
と
無
し
、
凡
そ
厥

す
な
は

ち
誠
勤
し
、
宜
し
く

国
慶
と
同
じ
く
す
べ
し
）
」、『
宋
書
』
本
紀
・
後
廃
帝
に
「
朕
以
煢
眇
、
夙
膺
宝
歴
、
永

言
民
政
、
未
接
聴
覧
、
眷
言
乃
顧
、
無
忘
、
、
鑒、
寐、
。（
朕
煢
眇
を
以
て
、
夙つ

と

に
宝
歴
を
膺う

け
、

永
く
民
政
を
言
ひ
、
未
だ
聴
覧
を
接つ

げ
ず
、
眷
言
と
し
て
乃
ち
顧

か
へ
り

み
る
に
、
鑒
寐
に
忘
る
る
こ

と
無
し
）
」
な
ど
と
同
様
の
用
例
が
あ
る
。 

〇
前
年
聘
唐
使
人
却
廻 

 

前
年
、
唐
に
派
遣
し
た
使
者
た
ち
が
帰
国
す
る
。「
前
年
」
に
つ
い
て
は
、
実
際
に

渡
海
し
た
最
後
の
遣
唐
使
、
円
仁
な
ど
を
含
め
、
藤
原
常
嗣
を
大
使
と
す
る
遣
唐
使

一
行
が
帰
国
し
た
承
和
六
年
（
八
三
九
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
「
聘
」
は
、
使
者

な
ど
を
派
遣
し
て
他
国
と
友
好
関
係
を
求
め
る
こ
と
。『
北
斉
書
』
陸
卬
伝
に
「
自
梁

魏
通
和
、
歳
有
交
聘、
。（
梁
魏
の
通
和
よ
り
、
歳
に
交
聘
有
り
）
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

唐
に
派
遣
す
る
遣
唐
使
の
こ
と
を
い
う
。「
使
人
」
は
使
者
の
こ
と
、
『
左
伝
』
襄
公

二
十
七
年
に
「
趙
孟
曰
、
床
第
之
言
不
踰
閾
、
況
在
野
乎
。
非
使
人
、
、
之
所
得
聞
也
。

（
趙
孟
曰
は
く
、
床
第

し
よ
う
し

の
言げ

ん

は
閾

し
き
み

を
踰こ

へ
ず
、
況
ん
や
野や

に
在
る
を
や
。
使
人
の
聞
く
を
得う

る
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所
に
非
ざ
る
な
り
）
」
と
見
え
る
。
年
報
第
15
号
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
三
月
辛

丑
条
所
載
「
別
状
」（
吉
原
浩
人
氏
担
当
）
に
「
後
年
朝
唐
使
人

、
、
、
、
却
廻
、
、
之
日
（
後
年
朝

唐
使
人
、
却
廻
の
日
）
」
と
相
似
す
る
例
が
あ
る
。「
却
廻
」、
ま
た
は
「
却
回
」
は
、
退

き
返
る
、
帰
る
意
味
。
唐
・
杜
甫
「
喜
達
行
在
所
」
詩
其
一
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
二
五
）

に
「
西
憶
岐
陽
信
、
無
人
遂
却
廻
、
、
。（
西
に
岐
陽
の
信
を
憶
ひ
、
人
無
く
し
て
遂
に
却
廻
す
）
」

と
あ
り
、
唐
・
袁
郊
『
甘
沢
謡
』
紅
線
に
「
今
一
更
首
途
、
三
更
可
以
復
命
、
請
先

定
一
走
馬
、
兼
具
寒
暄
書
、
其
他
即
俟
某
却
廻
、
、
也
。（
今
一
更
首
途
し
、
三
更
以
て
復
命

す
べ
し
、
請
ふ
先
ず
一
の
走
馬
を
定
め
、
兼
ね
て
寒
暄
の
書
を
具そ

な

は
ん
こ
と
を
、
其
の
他
即
ち

某
却
廻
す
る
を
俟
つ
な
り
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
年
報
第
10
号
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字

三
年
十
月
辛
亥
条
所
載
「
渤
海
国
中
台
省
牒
」（
城
﨑
陽
子
氏
担
当
）
に
「
辛
亥
、
迎
藤

原
河
清
使
判
官
内
蔵
忌
寸
全
成
、
自
渤
海
却
廻
、
、
、
海
中
遭
風
、
漂
着
対
馬
。（
辛
亥
、

迎
藤
原
河
清
使
、
判
官
内
蔵
忌
寸
全
成
、
自
渤
海
よ
り
却
り
廻
る
と
き
、
海
中
に
し
て
風
に
遭

ひ
て
、
対
馬
に
漂
ひ
着
く
）
」、
年
報
第
13
号
弘
仁
七
年
五
月
二
日
「
嵯
峨
天
皇
書
」（
河

野
貴
美
子
氏
担
当
）
に
「
去
年
孝
廉
等
却
廻
、
、
、
忽
遭
悪
風
、
漂
蕩
還
著
。（
去
年
孝
廉
等

却
り
廻
り
て
、
忽
ち
悪
風
に
遭
ひ
、
漂
蕩
還
著
す
）
」、
年
報
第
15
号
『
続
日
本
後
紀
』
承

和
九
年
三
月
辛
丑
条
所
載
「
渤
海
王
（
大
彝
震
）
啓
」（
高
松
寿
夫
氏
担
当
）
に
「
文
矩

等
即
従
界
末
却
廻
、
、
（
文
矩
等
即
ち
界
末
よ
り
却
廻
せ
ら
る
）
」、
同
条
所
載
「
別
状
」（
吉
原

浩
人
氏
担
当
）
に
「
後
年
朝
唐
使
人
、
却
廻
、
、
之
日
（
後
年
朝
唐
使
人
、
却
廻
、
、
の
日
）
」
と
見

え
る
。 

〇
詳
知
苾
蒭
霊
仙
化
去 

 

詳
し
く
霊
仙
和
尚
が
亡
く
な
る
こ
と
を
知
っ
た
。「
苾
蒭
」
ま
た
「
苾
芻
」
は
、
比

丘
の
こ
と
。
本
来
は
西
域
の
草
の
名
で
あ
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
、
仏
の

出
家
の
弟
子
を
喩
え
て
お
り
、
具
足
戒
を
受
戒
し
た
も
の
の
通
称
で
あ
る
。
唐
・
玄

奘
『
大
唐
西
域
記
』
僧
訶
補
羅
国
に
「
大
者
謂
苾
芻
、
、
、
小
者
称
沙
弥
。（
大
者
苾
芻
を
謂

ひ
、
小
者
沙
弥
を
称
す
）
」
と
あ
り
、
唐
・
白
居
易
「
東
都
十
律
大
徳
長
、
聖
善
寺
鉢
塔

院
主
、
智
如
和
尚
荼
毗
幢
記
」（
『
白
氏
文
集
』
巻
十
・
二
九
三
七
）
に
「
前
後
講
毗
尼
三

十
会
、
度
苾
蒭
、
、
百
千
人
。（
前
後
毗
尼
を
講
ず
る
こ
と
三
十
会
、
苾
蒭
を
度ど

す
る
こ
と
百
千

人
）
」
と
見
え
る
。「
霊
仙
」、
平
安
初
期
の
法
相
宗
の
僧
。
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）

に
空
海
や
最
澄
等
の
遣
唐
使
と
と
も
に
入
唐
し
、『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
翻
訳
に

関
わ
っ
た
が
、
後
に
五
台
山
に
移
り
、
仏
道
に
精
進
し
た
。
詳
細
は
年
報
第
15
号
『
類

聚
国
史
』
巻
一
九
四
・
天
長
元
年
五
月
十
五
日
「
淳
和
天
皇
書
」（
塩
島
翔
氏
担
当
））
、

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
三
月
辛
丑
条
所
載
「
別
状
」（
吉
原
浩
人
氏
担
当
）
な
ど
の

注
釈
稿
を
参
照
。「
化
去
」
、
人
が
亡
く
な
る
こ
と
を
い
う
。『
史
記
』
孝
武
本
紀
に
「
居

久
之
、
李
少
君
病
死
。
天
子
以
為
化
去
、
、
不
死
也
、
而
使
黄
錘
史
寛
舒
受
其
方
。（
居
る

こ
と
久
之

し
ば
ら
く

し
て
、
李
少
君
病
死
す
。
天
子
以お

為も

へ
ら
く
化
去
し
て
死
せ
ざ
る
な
り
、
而
し
て
黄

錘
、
史
寛
舒
を
し
て
其
の
方
を
受
け
し
む
）
」
と
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
晋
・
陶
潜
「
読

山
海
経
」
詩
之
十
（
『
陶
淵
明
集
』
巻
四
）
に
「
同
物
既
無
慮
、
化、
去、
不
復
悔
。（
同
物
既

に
慮
無
し
、
化
去
し
て
復
た
悔
い
ず
）
」
な
ど
が
あ
る
。 

〇
今
省
別
状 

 

今
、
別
状
を
見
る
に
。「
今
省
」
に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』
呉
書
・
孫
権
伝
に
「
今、
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省、
上
事
、
款
誠
深
至
。（
今
上
事
を
省
て
、
款
誠
深
く
至
る
）
」
の
用
例
が
あ
る
。「
別
状
」

は
、
年
報
第
15
号
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
三
月
辛
丑
条
所
載
「
別
状
」（
吉
原
浩

人
氏
担
当
）
の
こ
と
。
詳
細
は
当
該
注
釈
稿
を
参
照
。 

〇
事
自
合
符 

 

こ
と
は
も
と
よ
り
合
致
し
て
い
る
。
「
合
符
」
は
、
ぴ
っ
た
り
と
一
致
す
る
こ
と
。

割
り
符
を
あ
わ
せ
る
。
古
代
の
中
国
で
は
、
竹
の
木
や
金
石
な
ど
を
「
符
」
と
し
、

そ
の
上
に
文
字
を
刻
み
、
そ
れ
を
半
分
に
し
て
互
い
に
持
つ
、
割
符
で
あ
る
が
、
合

わ
せ
る
と
証
と
な
す
こ
と
が
で
き
る
。『
管
子
』
宙
合
「
時
徳
之
遇
、
事
之
会
也
、
若

合
符
、
、
然
。（
時
徳
の
遇
、
事
の
会
な
り
、
合
符
の
若
し
）
」、
漢
・
劉
向
『
説
苑
』
貴
徳
に
「
陛

下
初
即
至
尊
、
与
天
合
符
、
、
。（
陛
下
初
め
て
至
尊
に
即つ

き
、
天
と
合
符
す
）
」、
南
朝
梁
・
陸

倕
「
新
刻
漏
銘
」
序
（
『
文
選
』
巻
五
六
）
に
「
入
神
之
制
、
与
造
化
合
符
、
、
。
成
物
之
能
、

与
坤
元
等
契
。（
入
神
の
制
、
造
化
と
合
符
す
。
成
物
の
能
、
坤
元
と
等
契
す
）
」、
前
蜀
・
杜

光
庭
「
天
錫
観
告
封
章
李
二
真
人
醮
詞
」（
『
全
唐
文
』
巻
九
四
三
）
に
「
名
姓
生
辰
、
子

孫
年
数
、
重
重
顕
述
、
一
一
合
符
、
、
。（
名
姓
生
辰
、
子
孫
年
数
、
重
重
と
し
て
顕あ

き

ら
か
に
述

べ
、
一
一
合
符
す
）
」
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。 

〇
亦
悉
付
遣
黄
金
陥
没
緑
浦 

 

ま
た
、
霊
仙
に
届
け
る
黄
金
は
緑
浦
（
塗
里
浦
）
に
落
ち
て
亡
失
し
た
こ
と
を
了
解

し
た
。「
付
遣
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
に
立
項
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
附
遣
」
が
あ
り
、

届
け
る
、
併
せ
て
進
呈
す
る
意
味
で
あ
る
。
三
国
魏
・
呉
質
「
答
東
阿
王
書
」（
『
文
選
』

巻
四
二
）
に
「
謹
附
遣
、
、
白
答
、
不
敢
繁
辞
。（
謹
ん
で
白
答
を
附
遣
し
、
敢
え
て
繁
辞
せ
ず
）
」

と
あ
る
。「
黄
金
」
は
、
日
本
朝
廷
が
渤
海
使
に
依
頼
し
て
再
度
霊
仙
に
送
る
も
の
。

「
陥
没
」
は
、
水
に
沈
没
す
る
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
黄
金
が
浦
に
落
ち
て

亡
失
し
た
こ
と
を
い
う
。「
緑
浦
」
は
、
緑
色
の
浜
辺
、
海
岸
。
南
朝
梁
・
沈
約
「
釣

竿
」（
『
楽
府
詩
集
』
巻
一
八
）
詩
に
「
桂
舟
既
容
与
、
緑
浦
、
、
復
回
紆
。（
桂
舟
既
に
容
与
し
、

緑
浦
復
た
回
紆
す
）
」
と
見
え
る
。
こ
こ
の
「
緑
浦
」
は
「
塗
里
浦
」
の
こ
と
、
ま
た
「
都

里
鎮
」
と
い
う
が
、
現
在
の
中
国
遼
寧
省
大
連
市
旅
順
。
年
報
第
15
号
『
続
日
本
後

紀
』
承
和
九
年
三
月
辛
丑
条
所
載
「
別
状
」（
吉
原
浩
人
氏
担
当
）
に
、
「
前
年
使
等
、

従
海
却
帰
、
到
塗
里
浦

、
、
、
、
疾
風
暴
起
、
皆
悉
陥
没
。（
前
年
の
使
等
、
海
よ
り
却
帰
し
、

塗
里
浦
に
到
る
に
、
疾
風
暴
起
し
、
皆
悉
く
陥
没
す
と
）
」
と
あ
る
。 

〇
雖
人
逝
𧶘
失 

 

人
は
亡
く
な
り
、
黄
金
は
亡
失
し
た
。「
人
」
は
前
述
の
霊
仙
の
こ
と
。「
𧶘
」
は
、

「
賚
」
と
同
様
で
、
賜
物
の
こ
と
。『
説
文
解
字
』
に
「
賚
、
賜
也
。（
賚
、
賜
な
り
）
」

と
あ
り
、
何
か
を
賜
っ
た
と
き
に
用
い
ら
れ
る
文
字
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
天
皇
か
ら

賜
っ
た
黄
金
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。 

〇
元
図
不
諧 

 

も
と
の
望
み
は
か
な
わ
な
い
。「
元
図
」
は
諸
辞
書
に
立
項
さ
れ
て
い
な
い
が
、
黄

金
を
霊
仙
の
も
と
へ
送
る
と
い
う
元
の
望
み
と
し
て
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
図
」

を
「
願
い
、
望
み
、
意
図
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
た
用
例
は
、
杜
甫
「
過
南
岳

入
洞
庭
湖
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
三
三
）
に
「
帝
子
留
遺
恨
、
曹
公
屈
壮
図、
。（
帝
子
遺

恨
を
留
め
、
曹
公
壮
図
を
屈く

つ

す
）
」
と
確
認
で
き
る
。「
不
諧
」
は
、
物
事
が
は
か
ば
か
し
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く
な
い
こ
と
。『
後
漢
書
』
宋
弘
伝
に
「
帝
顧
謂
主
曰
、
事
不
諧
、
、
矣
。（
帝
顧
み
て
主
に

謂
ひ
て
曰
は
く
、
事
諧か

な

は
ず
と
）
」
と
あ
る
。
年
報
11
号
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
五
年
十

月
己
未
条
所
載
「
渤
海
王
（
嵩
璘
）
啓
」（
崔
鵬
偉
氏
担
当
）
に
「
亦
或
引
海
不
諧
、
、
、
遭

罹
夷
害
。（
亦
た
或
は
海
に
引す

す

む
も
諧か

な

は
ず
、
夷
害
に
遭
罹
す
）
」
に
既
出
。 

〇
而
思
夫
転
送
之
労 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
転
送
の
苦
労
を
思
う
に
。「
転
送
」
は
、
送
っ
て
来
た
物
を
、 

更
に
他
に
あ
て
て
送
る
こ
と
。
『
漢
書
』
地
理
志
下
に
「
所
至
国
皆
稟
食
為
耦
、
蛮 

夷
賈
船
、
転、
送、
致
之
。（
至
る
所
の
国
皆
稟
食
耦
を
為
し
、
蛮
夷
賈
船
、
転
送
し
て
之
に
致
す
）
」

と
あ
る
。 

〇
遥
感
応
接
之
義 

 

遥
か
に
お
も
て
な
し
の
道
義
を
感
じ
る
。「
応
接
」
は
、
相
手
を
す
る
こ
と
。
も
て

な
す
こ
と
。『
後
漢
書
』
馬
援
伝
に
「
客
卿
幼
而
歧
嶷
、
年
六
歳
、
能
応、
接、
諸
公
、
専

対
賓
客
。（
客
卿
幼
に
し
て
歧
嶷
し
、
年
六
歳
、
能
く
諸
公
に
応
接
し
、
専
ら
賓
客
に
対
す
）
」、

唐
・
杜
甫
「
暇
日
小
園
散
病
将
種
秋
菜
督
勒
耕
牛
兼
書
触
目
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
二

一
）
に
「
老
病
忌
拘
束
、
応、
接、
喪
精
神
。（
老
病
に
し
て
拘
束
を
忌
み
、
応
接
す
る
に
精
神

を
喪

う
し
な

ふ
）
」
と
あ
る
。「
義
」
は
道
義
、
人
の
行
う
べ
き
正
し
い
道
。 

〇
悠
々
天
際 

 

遥
か
な
空
の
果
て
。「
悠
々
」
は
限
り
な
く
、
遥
か
に
遠
い
さ
ま
。『
詩
経
』
王
風
・

黍
離

し

ょ

り

「
知
我
者
謂
我
心
憂
、
不
知
我
者
謂
我
何
求
。
悠
悠
、
、
蒼
天
、
此
何
人
哉
。（
我
を

知
る
者
は
我
心
憂う

れ

ふ
と
謂
ひ
、
我
を
知
ら
ざ
る
者
は
我
何
を
か
求
む
と
謂
ふ
。
悠
悠
た
る
蒼
天
、

此
れ
何
人
ぞ
や
）
」
に
対
し
、
毛
伝
は
「
悠
悠
、
、
、
遠
意
。」
と
述
べ
る
。『
続
日
本
紀
』
神

亀
五
年
正
月
甲
寅
条
所
載
「
渤
海
王
（
武
藝
）
啓
」（
高
松
寿
夫
氏
担
当
）
に
「
海
漢
悠、

悠、（
海
漢
悠
悠
た
る
）
」
と
あ
る
。「
天
際
」
は
空
の
は
て
。『
易
経
』
象
伝
下
・
豊
に
「
豊

其
屋
、
天、
際、
翔
也
。（
其
の
屋
を
豊 お

ほ

い
に
す
、
天
際
に
翔
る
な
り
）
」
と
あ
り
、
南
朝
斉
・

謝
朓
「
之
宣
城
出
新
林
浦
向
版
橋
」
詩
に
「
天、
際、
識
帰
舟
、
雲
中
弁
江
樹
。（
天
際
帰

舟
を
識
り
、
雲
中
江
樹
を
弁 わ

か
つ
）
」
と
確
認
で
き
る
。
ま
た
、「
悠
々
天
際
」
の
用
例
と

し
て
、
唐
・
陳
子
昂
「
征
東
至
淇
門
答
宋
十
一
参
軍
之
問
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
三
）

に
「
若
問
遼
陽
戍
、
悠
悠
、
、
天、
際、
旗
。（
若
し
遼
陽
の
戍
を
問
は
ば
、
悠
悠
た
る
天
際
の
旗
）
」

が
あ
る
。 

〇
足
非
可
跂 

 

足
は
つ
ま
だ
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。「
跂
」
は
「
企
」
に
通
じ
て
、

つ
ま
先
で
立
ち
上
が
る
意
味
。
一
致
す
る
用
例
は
な
い
が
、「
跂
足
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
、
足
を
つ
ま
だ
て
る
こ
と
を
い
う
。『
詩
経
』
衛
風
・
河か

広
く
わ
う

「
誰
謂
宋
遠
、
跂

予
望
之
。（
誰た

れ

か
謂い

は
ん
宋
は
遠
し
と
、
跂

つ
ま
だ

て
ば
予も

つ

て
望の

ぞ

ま
ん
）
」、
予
は
語
助
詞
。
こ
れ
に

対
す
る
漢
・
鄭
玄
箋
に
「
跂
足
、
、
則
可
以
望
見
之
。（
跂
足
則
ち
以
て
之
を
望
見
す
べ
し
）
」

と
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
足
を
つ
ま
だ
て
て
渤
海
国
を
望
見
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
意
味
に
な
ろ
う
。 

な
お
、
訳
注
で
は
、
国
立
公
文
書
館
（
旧
内
閣
文
庫
）
所
蔵
慶
長
写
本
と
尊
経
閣
文

庫
所
蔵
模
写
本
『
類
聚
国
史
』
に
従
っ
て
「
非
可
跂
予
、
相
見
無
由
（
跂
予
す
べ
き
に

非
ず
、
相
見
る
に
由
無
く
）
」
と
「
非
」
の
上
の
字
を
ナ
シ
と
し
、
読
点
を
「
予
相
見
無
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由
」
の
「
予
」
の
次
に
置
い
て
お
り
、「
跂
予
」
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所

に
つ
い
て
、『
訳
註
日
本
古
代
の
外
交
文
書
』
の
校
異
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

・
非
可
跂
予
、
相
見
無
由
（
国
立
公
文
書
館
（
旧
内
閣
文
庫
）
所
蔵
慶
長
写
本
・
尊
経
閣
文

庫
所
蔵
模
写
本
『
類
聚
国
史
』） 

・
天
非
可
跂
予
、
相
見
無
由
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
谷
森
本
・
東
山
御
文
庫
巻
子
本
・
東
山

御
文
庫
冊
子
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
谷
森
善
臣
旧
蔵
版
本
書

入
（
谷
森
善
臣
蔵
本
）
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
谷
森
善
臣
旧
蔵

版
本
書
入
（
三
条
西
公
條
自
筆
本
）
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
谷

森
善
臣
旧
蔵
版
本
書
入
（
伴
信
友
手
校
本
所
引
尾
張
家
古
写

本
）
・
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
『
続
日
本
後
紀
』
原
文
字
） 

・
足
非
可
跂
、
予
相
見
無
由
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
『
続
日
本
後
紀
』
が
底
本
の
文
字
を

改
め
た
・
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
『
続
日
本
後
紀
』
頭
注
所

引
寛
政
七
年
版
本
） 

ま
た
、
本
稿
が
底
本
と
し
て
い
る
新
訂
増
補
国
史
大
系
の
校
異
に
よ
る
と
、「
足
、

原
作
天
、
今
従
印
本
〇
予
、
類
史
作
弔
、
纂
詁
刪
之
」
と
あ
る
が
、
本
稿
は
、
対
仗

（
対
句
）
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
の
句
読
点
や
次
の
語
釈
に
述
べ
る
理
由
な
ど
に
よ
り
、

「
足
非
可
跂
、
予
相
見
無
由
」
と
し
た
の
で
あ
る
。 

〇
予
相
見
無
由 
 

私
は
（
渤
海
王
と
）
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
。「
予
」
は
第
一
人
称
、
こ
こ
で
、
こ
の

慰
労
詔
書
を
発
行
し
た
仁
明
天
皇
の
こ
と
を
指
す
。
か
か
る
天
皇
が
「
予
」
を
も
っ

て
自
称
す
る
例
は
ほ
か
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
、『
続
日
本
後
紀
』
巻
九
・
承

和
七
年
五
月
辛
巳
条
に
「
後
太
上
天
皇
顧
命
皇
太
子
曰
。
予、
素
不
尚
華
餝
、
況
擾
耗

人
物
乎
。（
後
太
上
天
皇
皇
太
子
に
顧
命
し
て
曰
は
く
、
予
素
よ
り
華
餝
す
ら
尚
ば
ず
、
況
ん

や
人
物
を
擾
耗
す
る
を
や
と
）
」
と
あ
り
、
同
巻
十
三
・
承
和
十
年
七
月
庚
戌
条
「
帝
乃

流
涕
。
更
召
皇
太
子
親
王
等
。
令
陪
殿
上
。
即
詔
曰
。
微
緒
嗣
之
父
。
予、
豈
得
践
帝

位
乎
。（
帝
乃
ち
流
涕
し
、
更
に
皇
太
子
親
王
等
を
召
し
て
、
殿
上
に
陪

し
た
が

は
し
む
。
即
ち
詔
し

て
曰
は
く
、
緒
嗣
の
父
に
微あ

ら

ず
、
予
豈
に
帝
位
を
践ふ

む
の
を
得
ん
や
と
）
」
と
も
見
え
る
。 

「
相
見
無
由
」
は
、
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
致
す
る
用
例
は
見
出
せ
な
い
が
、

白
居
易
の
「
宿
香
山
寺
酬
広
陵
牛
相
公
見
寄
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
五
六
）
に
「
手
札

八
行
詩
一
篇
、
無
由
相

、
、
、
見、
但
依
然
。（
手
札
八
行
の
詩
一
篇
、
相
見
る
由
無
く
し
て
但
だ
依

然
た
り
）
」
が
あ
る
。
ま
た
、
年
報
第
13
号
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
年
正
月
甲
午
条
所

載
「
嵯
峨
天
皇
書
」（
荒
川
聡
美
氏
担
当
）
に
「
間
以
雲
海
、
相
見
無
由

、
、
、
、
（
間
つ
る
に
雲
海

を
以
て
し
、
相
ひ
見
る
に
由
無
し
）
」
と
も
見
え
る
。 

〇
惄
焉

で
き
え
ん

不
已
耳 

 

悲
し
ん
心
痛
し
て
や
ま
な
い
。「
惄
」
は
憂
え
る
。「
焉
」
は
状
態
を
表
す
接
尾
語
。

「
惄
焉
」
は
憂
い
痛
む
こ
と
、
悲
し
ん
で
心
を
痛
め
る
こ
と
。『
詩
経
』
小
雅
・
小
弁

「
我
心
憂
傷
、
惄
焉
、
、
如
擣
。（
我
が
心
憂
傷
し
、
惄で

き

と
し
て
擣や

む
が
如
し
）
」
と
あ
り
、
唐
・

陶
翰
「
早
過
臨
淮
」
詩
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
六
）
に
「
川
路
日
浩
蕩
、
惄
焉
、
、
心
如
擣
。

（
川
路
日
浩
蕩
た
り
、
惄
と
し
て
心
擣
つ
が
如
し
）
」
と
見
え
る
。 

〇
附
少
国
信 
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さ
さ
や
か
な
贈
り
物
を
こ
と
づ
け
る
。「
国
信
」
は
、
国
と
国
の
間
の
贈
り
物
。『
旧

唐
書
』
敬
宗
紀
に
「
命
品
官
田
務
豊
領
国
信
、
、
十
二
車
、
賜
迴
紇
可
汗
及
太
和
公
主
。

（
品
官
田
務
豊
に
命
じ
て
国
信
十
二
車
を
領
せ
し
め
、
迴
紇
可
汗
及
び
太
和
公
主
に
賜
ふ
）
」

と
あ
る
。
年
報
第
13
号
『
類
聚
国
史
』
弘
仁
十
三
年
正
月
二
十
一
日
「
嵯
峨
天
皇
璽

書
」（
蒋
蓉
氏
担
当
）
に
「
附
少
国
信

、
、
、
、
、
至
宜
領
受
（
少
な
き
国
信
を
附
し
、
至
ら
ば
宜
し

く
領
受
す
べ
し
）
」
と
同
様
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。 

〇
色
目
如
別 

種
類
と
名
目
は
別
紙
の
通
り
で
あ
る
。「
色
目
」
は
種
類
と
名
目
。
唐
・
元
稹
「
弾

奏
剣
南
東
川
節
度
使
状
」（
『
全
唐
文
』
巻
六
五
一
）
に
「
本
判
官
及
諸
州
刺
史
名
銜
、

並
所
收
色
目
、
、
、
謹
具
如
後
。（
本
判
官
及
び
諸
州
刺
史
の
名
銜
、
並
び
に
所
收
の
色
目
、
謹

ん
で
後
の
如
く
具
ぶ
）
」
と
あ
る
。
年
報
第
12
号
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
年
四
月
己

丑
条
所
載
「
桓
武
天
皇
璽
書
」（
柳
川
響
氏
担
当
）
、
年
報
第
13
号
『
日
本
後
紀
』
弘
仁

六
年
正
月
甲
午
条
所
載
「
嵯
峨
天
皇
書
」（
荒
川
聡
美
氏
担
当
）
、『
類
聚
国
史
』
弘
仁
十

一
年
正
月
二
十
一
日
「
嵯
峨
天
皇
書
」（
拙
稿
）
に
既
出
、
当
該
注
釈
稿
を
参
照
。
ほ

か
に
、「
色
目
如

、
、
、
前
」（
『
唐
会
要
』
巻
二
五
・
輟
朝
、『
唐
文
拾
遺
』
巻
五
五
・
闕
名
）
、「
色、

目
如
、
、
省
」（
『
全
唐
文
』
巻
一
二
四
・
周
太
祖
「
賜
青
州
勅
」）
、「
色
目
如

、
、
、
後
」（
『
唐
文
拾
遺
』

巻
三
六
「
進
綾
絹
錦
綺
等
状
」）
な
ど
も
見
え
る
。 

〇
夏
景
初
蒸 
 

夏
の
日
は
蒸
し
始
め
て
い
る
。
「
夏
景
」
は
夏
の
日
の
こ
と
。
唐
・
元
稹
「
表
夏
」

詩
其
六
（
『
全
唐
詩
』
巻
四
〇
二
）
に
「
佳
人
不
在
此
、
恨
望
階
前
立
。
忽
厭
夏
景
、
、
長
、

今
春
行
已
及
。（
佳
人
此
に
在
ら
ず
、
恨
望
に
し
て
階
の
前
に
立
つ
。
忽
ち
に
夏
景
の
長
な
る

を
厭
ふ
、
今
春

行
ゆ
く
ゆ
く

已
に
及
ぶ
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
書
儀
に
も
、
書
儀
一
巻
（P

.2
505

）

「
夏
時
日
〈
朱
明
夏
景
、
、
、
亦
曰
□
莭
風
日
使
風
〉（
夏
時
日
〈
朱
明
夏
景
、
亦
た
□
莭
風
日

使
風
と
曰
ふ
〉
）
」
、
朋
友
書
儀
に
「
況
夏
景
、
、
新
臨
、
炎
風
漸
扇
、
眷
望
之
積
、
風
馬
思

眷
不
已
。（
況
ん
や
夏
景
新
た
に
臨
み
、
炎
風
漸

や
う
や

く
扇あ

ふ

ぐ
、
眷
望
の
積
、
風
馬
思
眷
す
る
こ
と

已
ま
ず
）
」
と
見
え
る
。
年
報
10
号
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
八
年
五
月
癸
酉
条
所
載
「
慰

労
詔
書
」（
廖
栄
発
氏
担
当
）
に
「
夏
景
、
、
炎
熱
、
想
平
安
和
。（
夏
景
炎
熱
、

想
こ
ひ
ね
が
は

く
は
平

安
に
し
て
和
や
か
な
ら
ん
こ
と
を
）
」
と
し
て
既
出
。
ま
た
、「
初
蒸
」
に
つ
い
て
、
漢
の

『
西
京
雑
記
』
巻
四
・
京
師
雨
雹
に
「
風
其
噫
也
、
雲
其
気
也
、
雷
其
相
擊
之
声
也
、

電
其
相
擊
之
炎
也
。
二
気
之
初
蒸
、
、
也
、
若
有
若
無
、
若
実
若
虚
、
若
方
若
円
。（
風
其

の
噫
な
り
、
雲
其
の
気
な
り
、
雷
其
の
相
擊
の
声
な
り
、
電
其
の
相
擊
の
炎
な
り
。
二
気
の
初、

蒸、
な
り
、
有
る
が
若
く
し
て
無
き
が
若
し
、
実
の
若
く
し
て
虚
の
若
し
、
方
の
若
く
し
て
円
の

若
し
）
」
と
あ
る
。 

〇
比
平
安
好 

 

ち
か
ご
ろ
（
渤
海
王
）
が
平
安
で
あ
る
よ
う
に
。
外
交
文
書
に
多
用
さ
れ
る
表
現
で

あ
る
。
白
居
易
「
与
新
羅
王
金
重
熙
等
書
」（
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
三
九
）
に
「
今
遣
金
献

章
等
帰
国
、
並
有
少
信
物
、
具
如
別
録
。
卿
母
及
妃
並
副
王
宰
相
已
下
、
各
有
賜
物
、

至
宜
領
之
。
冬
寒
、
卿
比
平
安
好

、
、
、
、
、
卿
母
比
得
和
宜
。（
今
金
献
章
等
を
遣
は
し
て
帰
国

せ
し
め
、
並
び
に
少
し
き
信
物
有
り
、
具
に
別
録
の
如
し
。
卿
の
母
及
び
妃
並
び
に
副
王
宰
相

已
下
、
各
賜
物
有
り
、
至
ら
ば
宜
し
く
之
を
領
す
べ
し
。
冬
寒
け
れ
ど
、
卿
比
平
安
に
し
て
好
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か
ら
ん
こ
と
を
、
卿
の
母
比
和
宜
を
得
ん
こ
と
を
）
」
な
ど
の
例
が
あ
る
。
年
報
第
13
号

『
類
聚
国
史
』
弘
仁
十
三
年
正
月
二
十
一
日
「
嵯
峨
天
皇
璽
書
」（
蒋
蓉
氏
担
当
）
に

「
春
初
尚
寒
、
比
平
安
好

、
、
、
、
。（
春
初
尚
ほ
寒
し
、
比
平
安
に
し
て
好
か
ら
ん
こ
と
を
）
」
に
既

出
。 

〇
略
此
還
答 

 

お
お
む
ね
こ
の
よ
う
に
返
事
す
る
。「
還
答
」
は
返
事
、
返
信
の
こ
と
。
漢
・
李
陵

「
答
蘇
武
書
」（
『
文
選
』
巻
四
一
）
に
「
昔
者
不
遺
、
遠
辱
還、
答、
。
慰
誨
勤
勤
、
有
踰

骨
肉
。（
昔
者
遺
れ
ず
、
遠
く
還
答
を

辱
か
た
じ
け
な

く
す
。
慰
誨
勤
勤
た
り
、
骨
肉
に
踰こ

ゆ
る
有
り
）
」

と
あ
る
。
似
た
よ
う
な
表
現
は
、
年
報
11
号
延
暦
十
五
年
五
月
十
七
日
「
桓
武
天
皇

璽
書
」（
塩
島
翔
氏
担
当
）
に
「
略
此
、
、
遣
書
、
一
二
無
委
。（
略ほ

ぼ
此
に
書
を
遣
は
し
、
一

二

つ
ま
び
ら
か

に
委つ

ぶ

さ
に
す
る
こ
と
無
し
）
」、
年
報
13
号
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
年
正
月
甲
午
条
所
載

「
嵯
峨
天
皇
書
」（
荒
川
聡
美
氏
担
当
）
に
「
略
此
還

、
、
、
報
、
一
二
無
悉
。（
略
ぼ
此
に
還
報

す
、
一
二
悉
く
す
る
こ
と
無
し
）
」、
同
弘
仁
七
年
五
月
二
日
「
嵯
峨
天
皇
書
」（
河
野
貴
美

子
氏
担
当
）
に
「
略
此
、
、
呈
報
、
指
不
一
二
。（
略
ぼ
此
に
報
を
呈
す
、
指
は
一
二
に
あ
ら
ず
）
」

な
ど
が
あ
る
が
、
詳
細
は
当
該
注
釈
稿
を
参
照
。 

〇
指
不
多
及 

 

気
持
ち
は
十
分
に
言
い
尽
く
せ
な
い
。
外
交
文
書
の
結
語
と
し
て
よ
く
使
用
さ
れ

る
表
現
で
あ
る
。
年
報
第
11
号
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
三
年
二
月
戊
戌
条
所
載
「
淳

仁
天
皇
書
」（
石
丸
純
一
氏
担
当
）
に
「
遣
書
指
不
多
及

、
、
、
、
（
書
を
遣
は
す
に
指
は
多
く
に
及

ば
ず
）
」
に
既
出
、
当
該
注
釈
稿
を
参
照
。
ほ
か
の
例
と
し
て
、
白
居
易
「
与
金
陵
立

功
将
士
等
勅
書
」（
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
三
〇
）
に
「
冬
寒
、
卿
等
各
得
平
安
好
、
遣
書
指、

不
多
及

、
、
、
。（
冬
寒
け
れ
ど
、
卿
等
各
平
安
に
し
て
好
か
ら
ん
こ
と
を
得
、
書
を
遣
は
す
に
指
は

多
く
に
及
ば
ず
）
」、
同
「
与
驃
国
王
雍
羗
書
」（
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
四
〇
）
に
「
今
有
少

信
物
、
具
如
別
録
、
想
宜
知
悉
也
。
冬
寒
、
卿
比
平
安
、
官
吏
百
姓
等
、
並
存
問
之
。

遣
書
指
不
多
及

、
、
、
、
。（
今
少
し
き
信
物
有
り
、
具
に
別
録
の
如
し
、
想
ふ
に
宜
し
く
知
悉
す
べ
き

な
り
。
冬
寒
け
れ
ど
、
卿
比
平
安
に
し
て
、
官
吏
百
姓
等
、
並
び
に
之
を
存
問
す
。
書
を
遣
は

す
に
指
は
多
く
に
及
ば
ず
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
先
の
「
比
平
安
好
」
と
と
も
に
用
い
ら

れ
る
例
は
同
じ
く
白
居
易
の
作
に
多
数
見
ら
れ
る
が
、「
与
崇
文
詔
」（
『
白
氏
長
慶
集
』

巻
三
〇
）
に
「
冬
寒
、
卿
比
平
安
好

、
、
、
、
、
遣
書
指
不
多
及

、
、
、
、
。（
冬
寒
け
れ
ど
、
卿
比
平
安
に
し

て
好
か
ら
ん
こ
と
を
、
書
を
遣
は
す
に
指
は
多
く
に
及
ば
ず
）
」
、
「
与
吐
蕃
宰
相
鉢
闡
布
勅

書
」（
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
三
九
）
に
「
兼
有
少
信
物
賜
卿
、
具
如
別
録
、
至
宜
領
也
。

冬
寒
、
卿
比
平
安
好

、
、
、
、
、
遣
書
指
不
多
及

、
、
、
、
。（
兼
ね
て
少
し
き
信
物
有
り
て
卿
に
賜
ふ
、
具
に

別
録
の
如
し
、
至
ら
ば
宜
し
く
領
す
べ
き
な
り
。
冬
寒
け
れ
ど
、
卿
比
平
安
に
し
て
好
か
ら
ん

こ
と
を
、
書
を
遣
は
す
に
指
は
多
く
に
及
ば
ず
）
」
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
唐
・

張
九
齡
の
作
に
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
「
勅
剣
南
節
度
王
昱
書
」（
『
全
唐
文
』

巻
二
八
四
）
に
「
冬
初
薄
寒
、
卿
比
平
安
好

、
、
、
、
、
遣
書
指
不
多
及

、
、
、
、
。（
冬
の
初
め
薄
寒
な
れ

ど
、
卿
比
平
安
に
し
て
好
か
ら
ん
こ
と
を
、
書
を
遣
す
に
指
は
多
く
に
及
ば
ず
）
」
と
あ
る
。 

 【
現
代
語
訳
】 

天
皇
が
謹
ん
で
渤
海
国
王
に
問
う
。
福
延
た
ち
が
来
て
、（
彼
ら
が
持
っ
て
き
た
）
渤
海
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国
王
の
啓
を
得
て
詳
し
い
内
容
を
了
解
し
た
。
渤
海
国
王
は
盟
約
を
順
守
し
、
古
来

の
規
則
に
沿
う
。
一
紀
十
二
年
が
経
ち
、
星
が
元
の
位
置
に
回
転
し
た
が
、
朝
覲
の

時
期
は
誤
っ
て
い
な
い
。
万
里
の
海
は
広
い
け
れ
ど
も
、
貢
物
を
献
上
す
る
よ
し
み

は
依
然
と
し
て
通
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
（
渤
海
王
）
の
誠
意
を
思
う
に
、
寝
て
も
覚
め

て
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
前
年
、
唐
に
派
遣
し
た
使
者
た
ち
が
帰
国
し
、
霊
仙
和

尚
が
亡
く
な
る
こ
と
を
詳
し
く
了
解
し
た
。
今
、
別
状
を
見
る
に
、
こ
と
は
も
と
よ

り
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
霊
仙
に
届
け
る
黄
金
は
緑
浦
（
塗
里
浦
）
に
落
ち
て
亡
失

し
た
こ
と
も
了
解
し
た
。
人
は
亡
く
な
り
、
黄
金
は
亡
失
し
、（
黄
金
を
霊
仙
に
送
る
と

い
う
）
も
と
の
望
み
を
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
転
送
の
苦
労
を
思

う
に
、
遥
か
に
お
も
て
な
し
の
道
義
を
感
じ
る
。
限
り
な
く
空
の
果
て
、
足
は
つ
ま

だ
て
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
（
足
を
つ
ま
だ
て
て
渤
海
国
を
望
見
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
）
。
私
は
（
渤
海
王
と
）
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
悲
し
み
で
心
を
痛
め
て
や
ま

な
い
。さ
さ
や
か
な
贈
り
物
を
こ
と
づ
け
て
、種
類
と
名
目
は
別
紙
の
通
り
で
あ
る
。

夏
の
日
は
蒸
し
暑
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
ち
か
ご
ろ
（
渤
海
王
）

が
ご
健
勝
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
。
お
お
む
ね
こ
の
よ
う
に
返
事
す
る
が
、
気
持

ち
は
十
分
に
言
い
尽
く
せ
な
い
。 

 


